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農協だよ’)(2)昭和60年３月１０Ｕ

可

価格要求運動始まる掌〃
E豆＝

早急に行うこと。

（３）その他

イ）農業用機械機具の国産化促進と｣15に部品規格の

統一をはかるよう行政指導の強化をはかる二と。

ロ）乳飲料等の生乳使I1j割合の拡大をはかるための

行政捲世を諾ずること。

３．畜産、酪農需給調整対策

イ）加工原料乳限度数量について、乳製肪の需要状

況等を蹄えた数量の引き上げを行うこと。

ロ）生乳の用途別取引きを適格に把梶できる体iIillを

確立すること。

ハ）畜産振興事業団の適正在庫量を明示すること。

二）紫準取引価格の設定に当っては、市況笑勢価格

を反映して設定すること。

ホ）保証価格の設定に当っては再生産砿、保を配慮し

て設定すること。

へ）乳価の設定にあたっては無脂凹型分等を加味し

設定すること。

４．飼料対策

（１）自給飼料対策

イ）飼料、肥料等生産資材の安定供給とIiil苔の抑制、

凍結対策を積極的に講ずること。

ロ）草地造成、牧野造成蕊業の枠拡大並びに現補助

率`〕確保⑤

（２）流通飼料対策

イ）配合飼料の長期安定供給をはかるため、飼料殻

物の備畜増大と配合飼鵬按定基企の強化をはかる

こと。

５．畜産物の流通改善、消費拡大対策の強化

（１）流通改勝対策

イ）ＬＬＬ'二乳の常温流通化の早期実現をはかること。

ロ）乳雄膿卜等の大衆牛肉の流通等食肉、流通の変化

に対応した新しい格付制度を早急に確立すること。

（２）消智拡大対策

イ）牛乳の梢葡拡大のため、学校給食用二'二乳供給'1F

業を継続実施すること。

ロ）食べる牛乳として、国産ナチュラルチーズの振

誕が必要である。

（３）酪農、畜産物の輸入自由化阻止対策

イ）牛肉をはじめとする酪農畜産物の輸入自山化、

枠拡大を絶対阻止すること。

ロ）乳製品の輸入１J|]制、特に偽装乳Iill品の輸入抑ilill

について行政指導を強化すること。

６．その他

農業用貨物自動車の使、実態を踏え車検期間の延長

等農家負111の軽減措置を識ずること”

伍冨、

運動日程 表

者（人員】渤所 参川内 客月日

”■月
３月／７－８日’第］次中央要請i唾iEll 來京 酪帝対本部委員（１名｣

'4日|鰯！;;i翼擶
礼IML｢lffi会ｊｉｉ
ｌｌ１:ｎｎ－ 

根室管内（26名）

参力lli1fI当標津町３中標津４計根別Ｂ

上春別２西春別４中毒別３
別海４根室２羅臼１事務局］

'５１－１１全道催l翻組今長会談 {し帆共済ホール
13:00-

全組合長、事務局（10名）

'5-16日|穏鰍饗藤鋤
東京 酪腱l泓会役Lｉ（２橘１

[８－１９日第３次I|'央要諸通勤
（地域特別運動）

ｏｌ８ＦＩ北海道要諦集会
ｏｌ９Ｕ全図入会参加
ｏ奇糯委貝、股水管、地元匡|会談貝
○全111との情勢報告会

東 根室管内（25名〕（道80済）

各股協代表標津町２】１１總津２計根別２
上春別１西春別３中亦別２
別海３．恨室１羅臼」青年部４
姉人部２事務局２

扉

全共連ピルflF

l3:00-

抓市センター
10:００－ 

守る会代表（３名）及川会長、事務局25-26日ｌ根室の酪腱を守る会中央】匝動 東京

掛腱脇組合長、イト迎支所長、亭務局

（17宿〕27日一決筵|職蝋翻輕鋤
來京

之運動始ま価格要三

月ｌ］ 内容 鋤所 塾罠 力1１者（人員》

３月／'７－８［］

１４日

]５１－１ 

１５－１６Ｂ 

１８－１９１ｉ 

２５ｍ･２６:］ 

２７日.-.ｾｦｕｔ二

第］次腸i7央要請迩iEil

全道代表者ソこ会

(酪盤協会.,瞠催〉

全道農協組合長会談

第２次Ｆ１;央要請述動
（酪農M》全主催）

第３次111央要請〕正動
く地域特別運IEI）
ｏｌ８ＦＩ北海道要餓集会

ｏＩ９Ｕ全国ﾉこ会参力Ⅱ

。密帯委貝、腱水省、地元匡|会談鳳
○全Illとの情勢報告会

根室の酪股を守る会中央】匝励

第４次''1央要請延動

(｣也城特別連動）

来京

札幌｢lffi会jiW
１３:００－ 

}LIMも共済ホール
１３:00-,‐ 

來京

束京

全共連ピル4Ｆ
１３:00-

部.1行センタ・‐

１０:00-

束京

京京

酷.帝対本部委員（二名〉

根室管内（26名）
参力lii1fI当標津町３中檬潤L４計ｲiH別３

_'二春別２西春lBlI411u春別３
別海４根室２糀画１事務局ユ

全組合長、事務局（10名）

酪陛Ｉ墨会『袈貝（ｚ宅】

根室管内〈25名〉《道80名）

各農協代表標津町２】１１總津２計-根別２
.k:f捻別ユ西春別３Ｆ}:亦別２

別海３．恨室１羅臼｣，青年部４

婦人部２事務局２

守る会代表（３名〉及Ⅱl会長、事務局

各腱協組合長、各辿支所･長、享務ﾉ奇

(L7讃）



(3)農脇だより 昭和60年３）]１０ト

昭和60年度酪農畜産物

」

くるみのjLにliIllを腱|ｲﾄ|する←
根室地区酪農対策協議会の運動要領

二）農協酪対、地区酷対一体'二よる''1央要繭連動を

１．基本方針

根室の酪農は国の>]〈した陥農近代化計両仁埜づき、

多額な投潰を行い、他に類のない急速な現模の拡大か

なされ、今ではＥＣ詰匡|をしのぐ規模に達している。

しかし、安定成長時代に入')農畜産物の需要の鈍化

によ')厳しい需給調整化に突入し、この'8]畜産物Ⅲ賂

の長期低迷、生産登付|而格の上jrI-、加えて米国を中心

とした自巾化1二E力の増大による枠の拡大、ｌ１ｉＬ脂矛Lの緊

急輸入の決定、更には|玉Iの財政悪化を理｢'1とした60年

度農林〒算の人'隔削減なと、酪農畜産経営を取')まく

環境は依然として厳しい状況ifにあl）ます。

これら現状の打開と地域経済の振興をはかるため、

全国、全道統一要求事項の実現に向けて地域ぐるみの

ﾘｺﾞﾘJな運動を展開する。

２．要求事項

全|玉|、全道統一事項とする。

３．運動実施方策

（１）運動推進体ilil］

イ）市・町に対して積極的な|動きかけを行い、首長

を先頭に立てた逆動体Hillをとると共に、地元関連

産業との提携をはか】〕、地域ぐるみの運､｣体制を

実現する。

ロ）農協酪対、地区酪対などが一体となり効果的な

中央要請迩動体制を確立する。

（２）組織内討議並びに地区代表者研究会の開Ⅱビ

イ）酪農畜産をめぐる諸情勢の理解を深めると共に

jjH工原料乳保証lmi格、牛肉Iui格並びに政策要求内

容、運動推進方法について各農協=とにi｣|:究会な

ど組織討議を実現し、組合員の意志結蝿と反映に

つとめる。

ロ）管内酪農民の代表者による｣山区代表帝in|:究会を

実施し、現状の認識と政策１m格要｣に]妬項の理解を

深め、要求実現に[ih｣けての意志結集を図る

（３）具体的な連動推進方策

イ）全組合員の参加運動とするため、,､ガキによる

要請運動を腱冊する。

ロ）市・町長・議会議長に対し農協酪対による要請

と請願決議を要請する。

ハ）地元関連産業が参加しているＩ根室の酪農を'､]：

る会」の代表者によりIiI央要錆運動を行い、地域

腱開すると共に、道酪刈、酪農til会など'三部組織

主催の運動にも代表者を派遣し、地MEの意見反映

に努める。

ホ）報道機関との遮鵬を辮にし、臓極的な情報の提

供を行う：

４．運動日程

表により実施される□

根室地区酪対の統一要求事項 〆＝＄

１．畜産、酪農経営の健全化対策について

川負債対策

イ）酪農負債蜷理対策に係る必要置金枠の確保をは

かること。

ロ）同資金の対象とならず現在、負鎖が累増してい

る農家への新らたな長期、低利資金の飢設をはか

る二と。

へ）負債対策のための画定盗産の処分による譲渡所

得に対しては非課税とする二と'

二）jiL金協会の保証基盤の確立と運営の健全化の描

置を論ずること。

（２）指導体ｌｉｌｊ

イ）経営指灘のための新たな技術開発や指導班に対

する助成の確保をはかること。（コンピューター

ソフト頭業等１

１３）その他

農用地開発公団事業に伴う事業負#l[金の償還にあ

たっては特に経営悪化し計画的償還が閏朧な農家に

対し、負債轆埋対策の措置を識ずること。

２．畜産、酪畿生産振興対策

（１）資令対策

イ）新規紘農に対する門川を開くよう、貴金、税務

等総介的な施雄を,満ずる事：

□）農地取得資金のワ’’二げと必要枠の確保をはかる

こと。

′､）肉畜農家の経営安定を図ろため、素41価格の安

定化対策を誰ずると共【二、肉畜安定'1,倍の引[二げ

を行うこと｡

（２）子牛坐金対策

イ）乳雄仔牛の育成生産への拡大奨励事業の強化を

Ｉ 
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㈱
ド
ナ
ー
（
供
卯
牛
）
の
選
定

①
経
済
性
に
優
れ
、
健
康
な
牛
で
あ

る
こ
と
ノ

供
卵
牛
の
選
｛
正
は
非
常
に
大
切
で

経
済
性
の
ほ
か
に
健
康
な
雌
牛
で
あ

る
こ
と
。
少
な
く
と
も
過
去
２
回
に

わ
た
っ
て
正
常
な
周
期
の
発
梢
が
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
や
発
情

周
期
の
不
明
瞭
な
繁
殖
障
害
牛
・
問

題
牛
・
子
宮
内
膜
炎
罹
患
牛
ま
た
は

長
期
空
胎
牛
は
供
卯
牛
と
し
て
不
適

当
で
あ
る
。

供
卵
牛
が
繁
殖
障
害
牛
で
あ
る
場

合
、
多
排
卵
処
置
に
対
す
る
卵
巣
反

応
が
低
か
っ
た
り
、
回
収
卵
数
お
よ

び
回
収
受
精
卵
数
も
少
な
い
。
表
ｌ

の
よ
う
に
正
常
牛
と
繁
殖
障
害
牛
と

の
成
績
か
ら
み
て
も
卵
巣
の
う
腫
の

よ
う
な
卵
巣
疾
患
牛
は
多
排
卵
処
置

を
施
し
て
も
排
卵
数
が
少
な
い
こ
と

が
わ
か
亀
一
方
、
子
宮
内
膜
炎
の

４
７
な
子
宮
疾
患
牛
は
多
排
卵
さ
れ

受
精
卵
移
植
実
施
上
の
留
意
点
②

て
も
正
常
な
受
精
卵
は
少
数
し
か
回

収
さ
れ
て
い
な
い
。

②
チ
ェ
ッ
ク
必
要
事
項

①
発
情
の
、
晴
（
発
情
の
最
も
強

い
時
）

、
発
情
の
状
態
式
粘
液
の
量
・
色

・
乗
駕
の
有
無
）

⑧
卵
巣
・
子
宮
の
状
態
。

曰
排
卵
・
俳
血
の
確
認
。

㈲
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
（
受
卵
牛
）
の
選
定

受
卵
牛
は
供
卵
牛
と
同
じ
日
あ
る

い
は
前
後
一
日
以
内
に
発
情
が
発
現

し
た
雌
牛
を
準
備
す
る
。
そ
の
牛
も

健
康
で
あ
る
こ
と
が
最
大
条
件
で
あ

る
。
で
き
れ
ば
未
経
産
牛
を
希
望
し

ま
す
が
経
産
牛
で
も
良
い
。
ま
た
、

発
情
周
期
の
合
致
し
な
い
も
の
は
、

１
 

周
期
が
チ
ェ
ソ
ク
さ
れ
て
い
る
正
常

牛
で
あ
れ
ば
ホ
ル
モ
ン
剤
使
用
に
よ

り
同
期
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ｐ
採
卵

①
自
然
発
情
で
採
卵
す
る
場
合
は
人

雪
印
乳
業
中
標
津
ェ
場
徳
永
隆
一

■
▼
■
 

■
Ｐ
Ｒ
 

■
 

好藷

工
授
精
か
ら
七
円
目
で
採
卵
し
ま

す
。
こ
の
万
法
で
は
二
十
日
毎
に

一
卵
づ
つ
採
卵
で
き
ま
す
。

②
多
排
卵
処
置
は
発
情
か
ら
十
－
十

四
日
に
ホ
ル
モ
ン
処
置
を
施
し
、

人
工
授
精
後
七
日
目
に
採
卵
し
ま

す
ｂ
健
康
↑
で
あ
れ
ば
平
均
六
～

八
個
の
卵
が
回
収
で
き
ま
す
。

口
人
エ
授
精

①
自
然
発
情
の
場
合
の
人
Ｔ
授
精
は

現
地
の
人
エ
授
精
師
に
任
せ
ま

｛
Ｌ
 

②
多
排
卵
処
置
の
場
合
は
卵
注
射
後

二
日
目
前
後
に
発
情
が
き
ま
す
の

で
他
の
牛
を
乗
せ
て
静
か
に
し
て

い
る
状
態
か
ら
人
工
授
糀
を
は
じ

め
ま
す
。
授
精
回
数
は
二
－
四
回

本
数
は
二
－
五
本
を
使
用
。

③
桁
液
は
活
力
の
良
い
も
の
を
用
い

ま
す
。

回
移
植

①
開
腹
法
に
よ
る
移
植
。

生

表１正荊牛と繁殖障害'12の過剰排M1］および卵回収成鎖(Elsdej］ｅＩａＬ１９７９

②
頚
管
法
に
よ
る
移
植
や

③
受
卵
牛
数
よ
り
回
収
卵
数
が
多
い

場
合
は
凍
結
保
存
し
、
後
日
、
移

植
に
使
用
で
き
ま
す
。

④
開
腹
法
で
移
植
す
る
場
合
、
受
卵

牛
は
前
日
の
夜
か
ら
絶
食
し
て
下

さ
い
。

⑤
凍
結
卵
を
移
植
す
る
場
合
、
発
情

か
ら
六
－
七
日
目
に
移
植
し
ま
す

の
で
受
卵
牛
の
発
情
を
み
つ
け
た

ら
連
絡
し
て
下
さ
い
。

区ケ）処迂輌数平均責休数平均回収H1]数pli均受111j卵撒
く閥）（岡』lilli）

〃ご封
正常ゴル ２６ 

[666） 

(３１８） 

|ﾄ‘ 

IＬＨ ９．５ 

１１０，３』

［６．１１ 

6.8 

16.11 

(２．４１ 

１iﾄビ
IＤ 

繁泄障害牛

子宮内膜炎

生殖器癒箔

卵巣の７１ｍ

原狸不明

11}ＭＥト
8.0３０ 

｝内の数字ばIIaslerらＩｌ９８３Ｉによ為

当
幌
館
養
部
会
（
農
協
青
年

部
当
腫
支
部
）
て
は
、
二
月
十

一
一
一
曰
、
農
協
若
手
職
員
と
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
だ
。

こ
れ
は
、
若
い
部
会
員
が
多

く
な
っ
た
事
か
ら
、
気
軽
に
農

協
へ
行
け
、
気
軽
に
職
員
と
話

し
が
出
来
る
よ
う
に
と
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、
会
年
は
一
一
回
目

を
迎
え
る
が
、
｜
回
目
の
昨
年

は
営
農
部
・
生
産
部
と
行
い
、

合
回
は
管
理
部
・
購
買
部
を
中

心
と
し
だ
若
手
職
員
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
だ
。

交
流
会
は
自
己
紹
介
と
簡
単

な
ス
ピ
ー
チ
で
始
ま
り
、
ア
ル

コ
ー
ル
も
ほ
ど
ほ
ど
に
入
り

経
営
の
問
題
か
ら
、
職
員
の
あ

り
方
、
趣
味
の
事
ま
で
、
い
ろ

い
ろ
な
話
題
が
出
さ
れ
、
｜
役
お

そ
く
ま
で
、
交
流
し
、
意
義
あ

る
も
の
と
な
り
ま
し
だ
。

農
協
若
手
職
員

と
の
交
流
会
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農夫肺を防ぐために
北根室地区農業改良普及所

農
夫
肺
と
は
枯
草
の
中
に
繁
殖
し

た
カ
ビ
の
胞
子
を
吸
い
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
お
こ
る
肺
炎
の
一
種
で
｛
Ｌ

昨
年
の
春
に
新
聞
、
Ｔ
Ｖ
の
報
道

に
よ
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ヅ
プ
さ
れ
、
酪

農
地
帯
に
波
紋
を
な
げ
ま
し
た
。

こ
の
病
気
は
貯
蔵
し
た
乾
牧
草
を

舎
内
で
給
餌
す
る
、
冬
か
ら
春
先
に

か
け
て
多
く
発
病
し
て
い
ま
す
。

乾
牧
草
に
生
え
る
カ
ビ
を
作
業
中

に
肺
の
中
に
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
、
そ
の

た
め
肺
全
体
が
む
く
み
酸
素
が
十
分

に
体
内
に
送
り
こ
ま
れ
ず
、
ち
ょ
っ

と
し
た
動
作
で
も
息
切
れ
を
起
こ
す

よ
う
に
な
り
ま
｛
Ｌ

但
し
、
こ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
は

カ
ビ
を
吸
っ
た
人
す
べ
て
に
起
こ
る

の
で
は
な
く
、
乾
牧
草
の
カ
ビ
に
対

表１ 乾牧草取扱い数時間後に
見られる自覚症状

呼
吸
症
状
全
身
症
状
一
眼
皮
膚
等

胤水～せ達＿たん

思切れ、のどか補I，

体がだるい
ヂ室

寒気か｡す為

熱があ妥

眼がかゆくなる＿涙が出島

発しん、じんましんが出る

し
陽
性
の
体
質
の
人
の
み
起
こ
り
東

一
％農
夫
肺
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二

通
り
の
型
が
あ
り
ま
丈

㈲
急
性
型

一
度
に
大
量
の
カ
ビ
を
吸
い
込
ん

だ
後
、
数
時
間
後
に
風
邪
に
似
た
症

状
が
出
ま
す
。

｛
寒
気
・
熱
．
だ
る
さ
・
筋
肉
痛
・

咳
・
息
切
れ
）

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
仕
事
を
休
む

と
一
一
～
三
日
で
治
り
ま
す
が
慢
性
型

に
な
っ
て
し
ま
う
と
乾
牧
草
を
錘
７

環
境
に
居
る
限
り
、
回
復
は
難
し
く

な
り
ま
す
○

日
慢
性
型

毎
日
少
し
ず
つ
カ
ビ
を
吸
い
込
む

こ
と
に
よ
り
、
年
々
咳
・
息
切
れ
が

強
く
、
食
欲
が
な
く
な
り
、
場
合
に

カビ：アクチノミセス属真菌

（好気性放線雨）

50-60℃の高温で繁殖し、」

ｎｌｎ１の数100分の］の大き冬の

カビ、

よ
っ
て
は
痩
せ
る
こ
と
も
あ
り
、
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
結
果
に
な

り
ま
す
。

こ
の
病
気
は
、
風
邪
や
肺
炎
、
心

臓
の
悪
く
な
っ
た
時
の
症
状
と
似
て

い
る
た
め
に
、
農
夫
肺
と
は
気
づ
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
診
断
方
法

○
自
覚
症
状
の
有
無
（
前
述
の
症
状

が
自
覚
で
き
る
）

○
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
（
肺
全
体

に
細
か
な
曇
り
が
う
つ
る
）

○
診
察
（
聴
診
器
を
当
て
る
と
肺
に

雑
音
が
聞
え
る
）

○
血
液
検
査
（
乾
牧
草
の
カ
ビ
に
対

す
る
反
応
が
陽
性
と
で
る
）

◎
治
療
方
法

こ
の
病
気
は
、
伝
染
病
と
違
い
人

か
ら
人
へ
移
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

￣ 

蕊 よ
せ
ん
。
早
い
う
ち
に
病
気
を
見
つ

け
、
子
当
て
を
す
る
と
完
全
に
治
り

ま
す
。
｛
急
性
は
治
り
や
す
い
）

し
か
し
、
慢
性
型
の
よ
う
に
年
々

症
状
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
治
療
し
て

も
完
全
に
良
く
は
な
り
ま
せ
ん
。

農
夫
肺
に
か
か
っ
た
三
人
に
一
人

は
慢
性
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

◎
予
防
法

Ｈ
カ
ビ
の
繁
殖
し
な
い
良
質
な
乾
牧

草
を
つ
く
る
。

口
カ
ビ
た
蝿
牧
草
を
い
じ
ら
な
い
。

口
防
じ
ん
マ
ス
ク
を
つ
け
る
（
カ
ビ

が
小
さ
い
た
め
、
普
通
の
マ
ス
ク

で
は
、
効
果
は
少
な
ど

四
年
に
一
回
、
特
に
こ
の
病
気
の
発

生
し
や
す
い
時
期
に
健
康
診
断
を

受
け
る
。

農夫肺の早期発見のポイント

１日中牧草をいじったあと、夜に

体がだるくなり、熱、せき、且ｕ

ｊｆＬがする。

２．冬になり畜舎での作業が多くな

るとせきや息切れかする。

３．年Ⅱ｣せきや息,切れがする。

４．体重が減ってくる。

５．よく風邪をひく。

|生活講座鰯鵜:;蝋鑿Ｗ《薑・“~'1《|Ｍ…鱸溌鍵{……‘

１１乎
吸
症
状

鼻水、せ菖たん

lik切れ、のどが痛い

全身症状
体がだる

寒気かす

熱がある

眼皮膚等
服がかゆくなる、涙がｆｌｌる

発しん、ｕんましんが出る
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ｃ
登
録
料
金
の
改
一
訂
に
つ
い
て

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
北

海
道
支
局
か
ら
の
通
達
で
、
四
月
一

日
よ
り
血
統
登
録
の
料
金
が
一
部
改

訂
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と

生
後
六
ヶ
月
以
内
の
登
録
料
金
は
現

行
の
三
千
三
百
円
が
五
百
円
ア
ッ
プ

の
三
千
八
百
円
に
、
ま
た
六
ヶ
月
以

上
の
六
千
五
百
円
が
同
じ
く
五
百
円

ア
ッ
プ
の
七
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ
値
上

げ
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
検
定
成
績
証
明
書
の
一
括

申
込
み
料
金
に
つ
い
て
は
、
｜
牛
群

の
料
金
と
な
り
、
｜
万
円
プ
ラ
ス
一

頭
千
円
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
現
行

の
一
頭
二
千
五
百
円
よ
り
割
安
と
な

１
１
 

癬
牟
魔
術
の
乳
牛
登
鍵
ぢ
い
円

理事会の経過

壽ilFiiiliii□■弓
一
》
て
お
り
ま
す
。

◎
体
格
審
査
の
改
訂
に
つ
い
て

体
格
審
脊
に
つ
い
て
は
冬
・
春
・

秋
と
実
施
さ
れ
、
前
回
の
審
脊
か
ら

九
ヶ
月
を
経
渦
て
て
い
れ
ば
、
年
に

三
回
は
受
検
出
来
ま
し
た
が
、
新
年

度
か
ら
は
、
冬
の
個
体
審
査
は
中
止

さ
れ
ま
し
た
し
、
個
体
審
査
に
つ
い

て
は
一
農
家
で
春
ま
た
は
秋
の
い
づ

れ
か
一
回
し
か
受
検
出
来
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
ｕ

な
お
本
年
の
個
体
審
査
の
日
程
は

春
が
七
月
十
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、

秋
は
九
月
十
八
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
の
、
鰹
で
実
施
さ
れ
る
一
挙
に
な
っ

て
お
り
ま
す
．
受
検
を
希
望
さ
れ
る

開
催
月
日
二
月
一
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
室

〈
議
案
〉

｜
、
昭
和
五
十
九
年
ト
ー
月
末
組
勘

精
算
残
の
処
理
に
つ
い
て

一
部
条
件
整
備
を
要
す
る
人
券

除
き
他
は
申
込
み
ど
う
り
貸
付
が

第
十
三
回
理
事
会

ｉ
…
 

召ヨ

方
は
、
牛
の
状
況
を
十
分
考
慮
し
、

条
件
の
良
い
方
で
受
検
さ
れ
る
よ
う

お
す
す
め
い
た
し
ま
一
兆

．
牛
群
審
査
に
つ
い
て

牛
群
審
・
査
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
中

標
津
で
は
受
検
さ
れ
て
い
る
方
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
年
は
個
体
審
査
と

同
じ
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
受

検
を
希
望
さ
れ
る
方
は
二
ヶ
月
前
迄

に
農
協
に
申
し
込
み
を
し
て
下
さ

い
は
じ
め
て
牛
群
審
査
を
受
け
る

場
合
は
前
回
個
体
審
査
か
ら
九
ヶ
月

以
内
で
も
受
け
る
事
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
一
度
牛
群
審
査
を
受
け
ま

す
と
、
そ
の
後
個
体
審
香
に
も
ど
る

事
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
御
注
意
願
い

ま
す
⑬
な
お
今
年
の
春
の
体
審
の
巾

し
込
み
取
り
ま
と
め
は
四
月
に
行
い

ま
す
℃

決
定
し
ま
し
た
。

割
賦
貸
付
Ｉ
十
二
名

一
九
九
、
六
○
二
下
円

短
期
貸
付
六
名

一
一
一
五
、
二
○
○
千
円

計
五
十
八
名

一
一
一
一
一
四
、
八
○
二
千
Ⅲ

二
、
農
地
取
得
に
対
す
る
資
金
借
入

に
つ
い
て

制
度
資
金
九
件

三
七
、
’
五
○
千
円

農
協
資
金
四
件

Ⅲ
、
七
八
○
千
円

口
已
資
金
三
、
’
八
四
千
円

計
四
五
、
二
四
千
円

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

三
、
公
社
肯
畜
産
基
地
建
設
事
業
の

実
施
と
補
助
残
融
資
に
つ
い
て

占－Ｆ一二￣十三戸宕弔汽辛~＝石仏シ鉤L9式駁ﾆｧざ食与了色｣=『仇』~F色坐仔金＝デーＴ差－５増さ=TちざP宅予ニベマざFT七三-丁ギニーテ〒ﾆｰｰも~:-雰已ユｈ２Ｆ５中と■、ﾆﾌﾟさｈﾆｼﾞＷＬ二百色｣=T白ﾆﾊﾟｬｺ’

舜十ｒ刮琵ｒりずｒ卯かｒⅦ◇い■ｎかＴ内ＤＴ則ぴいｈザ．ｆⅧグｆｎかｆ咄伊‐ⅢトーⅢ’Ｘ卍‐中川●ｊ叩畑がＶハトⅢＩ岫心ルー円サトⅢ１’ｒｈかｒⅡトレ冊ⅢⅡⅢⅡりい１旧乍咀ｈ団

Ｆ
ト
ー
■
卜
Ｆ
１
。
■
少
ｒ
｜
‐
１
Ｌ
‘
０
Ｌ
Ｐ
０
０
．
－
，
１
ｉ
Ｉ
’
－
ず
叩
Ⅲ
Ⅶ
］
か
い
Ⅱ
卯
・
ｄ
Ｉ
１
則
●
叶
い
０
町
●
⑪
Ｊ
い
Ⅱ
町
び
０
１
川
０
か
Ｙ
１
ル
ー
Ⅱ
Ⅲ
い
‐
咄
⑪
’
幻
１
１
冊
ル
ー
、
や
叩
０
刈
一
⑨
い
り
■
ぴ
い
０
コ
か
Ｕ
ｑ
Ｄ
コ
ア
ｆ
ｍ
ｊ
う
い
□
、
『
】
’

｜
｜
｜
月
’
四
月
は
、
入
学
・
進
学
』

出
か
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

見
栄
や
因
習
で
の
お
付
き
合
い
を

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
”

無
理
や
無
駄
を
省
き
、
心
を
豊
か

に
す
る
お
付
き
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
（

見
栄
や

「￣ 「
生
活
改
善
」
を

四
月
は
、
入
学
・
進
学
・
転
勤
等
て
交
際
費
の
吉

は
か
り
ま
し
ょ
う
〃
・

■
 

と
ら
わ
れ
ず

｝ 

因
習
に

全
体
計
画
の
申
諸
を
行
い
、
実

施
年
度
時
点
で
資
金
対
応
の
審
査

を
行
？
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
．

葱
お
国
費
予
算
の
関
係
で
希
望

の
年
度
に
実
施
が
出
来
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

四
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
導
入
に
つ
い
て

機
種
内
訳
等
次
の
と
お
り
承
認

Ｘ
Ⅱ
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兀
、

さ
れ
ま
し
た
。

本
体

パ
ソ
ピ
ア
’
六
○
○
‐
Ｍ
’
’
’
○

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
合
計
（
買
取
）

「
几
六
五
千
円

リ
ー
ス
（
五
年
）

年
間
リ
ー
ス
料
四
六
四
下
円

年
間
保
守
料
二
一
一
五
千
円

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
合
計二
四
一
一
一
千
円

農
民
連
盟
と
の
懇
談
会
の
回
答

｜
｜
月
一
一
一
曰
、
中
標
津
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
第
十
□
な
か
し
く
つ
冬

示
つ
り
が
開
催
さ
れ
だ
。
震
協
青
年

部
も
ま
つ
り
に
参
加
し
、
盛
り
上
げ

る
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
が
、
会
年

は
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ワ
や
い
も
だ
ん
ど
の

ほ
か
に
半
臺
生
餅
に
挑
戦
し
た
。

こ
の
餅
は
、
牛
乳
と
小
麦
粉
を
使

っ
た
も
の
だ
が
、
全
国
の
牛
乳
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
で
農
林
水
産
大
臣
貢
を

受
賞
し
て
い
る
作
品
。
小
麦
も
ち
に

牛
乳
を
加
え
、
き
な
粉
を
ま
ぶ
し
左

も
の
だ
が
、
試
食
し
て
も
ら
っ
た
感

想
は
、
ま
ろ
や
か
で
、
牛
乳
の
臭
い

も
な
く
と
て
も
お
い
し
い
と
の
こ

と
。
好
評
に
部
員
は
ホ
ッ
ト
し
て

い
だ
。

に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
口
答
で
回
答
）
す
る
こ

と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
、
昭
和
五
十
九
肥
料
年
止
塵
の
肥
料

価
格
の
設
定
に
つ
い
て

別
紙
掲
載
の
原
案
ど
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

七
、
出
資
の
減
口
に
つ
い
て

後
継
者
に
持
分
の
一
部
譲
り
渡

し
と
、
経
営
委
譲
を
行
っ
て
い
る

事
で
承
認
ざ
れ
原
案
ど
お
り
決
定

#ミ罰

、

し
ま
し
た
こ

く
協
議
事
項
〉

｜
、
六
○
年
度
菫
姦
奉
計
両
作
成
の
骨

子
に
つ
い
て

管
理
購
買
委
員
会
、
営
農
委
員

会
、
生
産
委
員
会
で
素
案
を
作
成

し
部
落
懇
談
会
に
諮
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

二
、
倣
員
の
定
年
延
長
に
つ
い
て

定
年
延
長
実
施
に
関
す
る
協
定

僻
（
案
）
に
基
づ
き
、
管
理
職
買
委

婦
人
部
講
演
会
開
か
れ
る
〃

■
■
 

〃
油
断
か
ら
糧
断
へ
“

二
月
五
日
、
根
室
農
些
枩
云
館
で
婦

人
部
員
三
十
七
名
が
参
加
し
、
講
減

会
が
開
催
き
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
北
海
道
農
協
学
校
の
武

田
慢
氏
を
迎
え
ま
し
た
。

武
川
氏
は
講
演
の
中
で
少
資
源
国

日
本
の
現
状
に
触
れ
、
高
度
経
済
成

長
時
代
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
石
炭
か

ら
石
油
に
大
き
く
方
向
転
換
し
た
わ

け
だ
が
、
万
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
は

日
本
経
済
に
パ
ニ
ッ
ク
状
況
を
つ
く

り
出
し
た
。
し
か
し
日
本
人
の
英
知

貝
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

「
昭
和
五
十
九
年
度
の
生
乳
販
売

状
況
に
つ
い
て

二
、
中
国
黒
竜
江
省
酪
農
実
習
生
根

室
管
内
受
入
協
議
会
の
設
立
に
つ

い
一
Ｎ

三
、
中
標
津
空
港
整
備
事
業
に
つ
い

て

四
、
昭
和
五
１
几
年
十
二
月
末
財
務

状
況
報
告
に
つ
い
て

み=＄

と
努
力
に
よ
り
、
三
度
の
万
油
シ
ョ

ッ
ク
か
ら
立
ち
直
り
、
現
在
が
あ
る

わ
け
だ
か
、
石
油
依
存
の
産
業
臓
造

は
少
し
も
変
っ
て
い
な
い
。
将
に
袖

を
断
た
れ
て
は
日
本
の
繁
栄
は
あ
り

得
な
い
わ
け
だ
。

し
か
し
、
今
は
石
油
よ
り
も
大
切

な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
食
料
で
、

日
本
の
食
料
自
給
率
は
わ
ず
か
一
一
一
１

三
％
。
七
十
％
近
く
か
輸
入
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
、
食
料
を
断
た
れ
る
こ

と
は
生
命
を
断
た
れ
る
こ
と
。

自
給
率
を
高
め
る
運
動
を
展
開
す

る
里
要
性
と
農
家
は
重
要
な
食
料
の

担
い
手
で
あ
る
こ
と
に
自
信
を
持
っ

て
厳
し
い
情
勢
に
対
処
す
る
よ
う
励

ま
さ
れ
、
講
演
会
を
終
り
ま
し
た
。

石
、
道
常
例
検
査
の
回
答
に
つ
い
て

六
、
組
合
長
の
台
湾
乳
牛
梢
流
研
修

に
つ
い
て

七
、
販
売
事
業
（
十
二
月
末
）
の
実
績

に
つ
い
て

八
、
家
畜
人
工
授
精
事
業
（
十
二
月

末
）
の
実
績
に
つ
い
て

〈
そ
の
他
〉

根
釧
合
同
農
協
理
事
、
監
事
研
修

会
の
開
催
に
つ
い
て
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１
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ｌ
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農協だ よ ， １０ 昭和60年３月]Ｏロ

て
ん
菜
生
産
振
興
会
主
催
の
栽
培

技
術
学
習
会
が
去
る
二
月
二
十
日
、

中
標
津
保
養
所
温
泉
を
会
場
に
耕
作

者
四
十
四
滴
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

長
繩
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓

の
、
松
岡
普
及
所
所
長
、
高
木
原
料

の
松
岡
普
及
所
所

所
所
長
の
祝
辞
が
あ

り
、
直
ち
に
学
習
会

に
入
り
ま
し
た
。

学
習
会
は
ま
ず
秋

野
原
料
所
主
係
か
ら

「
て
ん
菜
の
糖
分
取

り
引
き
に
つ
い
て
」

の
説
明
が
あ
り
、
そ

の
あ
と
普
及
所
の
高

尾
技
師
の
司
会
に
よ

っ
て
、
「
我
家
に
お
け

る
て
ん
菜
栽
培
に
つ

い
て
」
長
正
路
清
さ

ん
、
中
司
哲
雄
さ
ん

丹
羽
賢
一
さ
ん
、
西

崎
兵
八
き
ん
か
ら
そ

、

て
ん
菜
栽
培
技
術

学
習
会
終
わ
る
〃

れ
ぞ
れ
栽
塘
技
術
の
「
か
ん
ど
こ
ろ
」

等
が
発
表
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
あ
と

昼
食
と
な
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は

地
区
別
に
代
表
二
名
に
よ
る
カ
ラ
オ

ケ
＋
公
零
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
、
そ
し

て
有
意
義
な
学
習
会
を
終
え
ま
し

た
。

臼冠ｳ､

ノ

事
挺
諄
計
画
は
、
次
の
冬
７
に
決
ま
り

ま
し
た
。

「
飼
養
管
理
、
衛
生
管
理
研
修
会

の
開
催
と
関
係
研
修
会
の
参
加

二
、
管
内
肉
牛
共
進
会
参
加

三
、
管
外
優
良
生
産
者
の
視
察
研
修

続
い
て
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

農協､乳用､雄仔牛哺育育成組合定期総会

組合長に横田国雄氏が選出される

去
る
二
月
五

日
、
農
協
中
会

議
室
で
十
二
名

の
出
席
者
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

竹
村
組
合
長

の
挨
拶
、
秋
山

生
産
委
員
長
の

祝
辞
の
あ
と
、

議
長
に
竹
村
氏

を
選
出
し
議
事

が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

昭
和
五
十
九

年
度
事
業
報
告

収
支
決
算
に
つ

い
て
も
原
案
通

り
決
ま
り
、
昭

和
六
十
年
度
の

課
税
対
策
委
員
に
は

竹
村
満
天
、
山
川
一
男
の
両
氏
か

推
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
北
根
室
地
区
農
業

改
良
普
及
所
の
秀
主
任
に
よ
り
、
「
最

近
の
肉
用
牛
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い

て
」
資
料
説
明
と
話
題
提
供
が
あ
り

懇
談
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
二
１
日
に
は
「
肉
用

牛
生
産
振
興
研
修
会
」
が
北
海
道
畜

産
会
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
中
標
津

町
、
寿
宴
で
開
催
さ
れ
、
当
農
協
組

合
員
も
婦
人
を
含
め
十
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

北
海
道
に
お
い
て
も
、
昭
和
五
十

九
年
八
月
に
「
北
海
道
酪
農
・
肉
用

牛
生
産
近
代
化
計
画
」
を
公
表
し
、

本
道
の
農
業
の
基
幹
作
目
と
し
て
位

置
付
け
、
積
板
的
な
振
興
、
今
理
化

を
図
る
こ
と
に
し
、
昭
和
六
十
年
度

の
道
子
算
も
大
幅
に
増
額
さ
れ
て
い

ま
す
。

当
農
協
組
合
員
で
は
、
三
十
数
戸

が
乳
肉
複
合
経
営
を
実
施
し
て
い
ま

組
合
長

副
組
合
長

監
一
墾

会
計

＝、

吉佐余横
々

田フｋ子田

正武安匡

行雄有雄
氏氏氏氏

す
か
、
各
戸
と
も
採
算
が
と
れ
て
い

る
よ
う
で
肉
素
牛
の
今
年
の
市
況
見

通
し
は
、
明
か
る
く
、
有
利
販
売
が

予
想
で
き
ま
す
。

〈
人
生
八
十
年
時
代
の
幕
明
け
エ

国
姉
妹
紙
Ⅱ
シ
ル
バ
ー
｜
フ
イ
フ

●
定
価
／
｜
か
月
－
、
８
７
０
円

・
お
申
し
込
み
臆
農
協
へ
Ｉ

情
報
で襄鬘

生
活
を

い
些
さ
い
費
」

い
き
が
い・霜〆悩・っ醇ｉ緬鵬馴刺！『

ｒ曰囑JI11iii1iil1l 露)｝
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税の解説薑を農協で斡旋いだします。

ご希望の方は組織広報係までお申し込みください。

鰯嬬…畷窺、 腰大蔵財務協会

鱸
蕊
鏑
蕊
澪
鵠
辨
紅
綻
鮮
溌
潅
繰
荘
鱸
扉

松
露
霧
定
価
‐
０
０
０
円

－
記
帳
と
申
告
の
し
か
た
－

農
業
所
得
と
節
税
対
策

口
色
叩
告
・
宵
色
叩
告
の
記
帳
〃
法
か
ら
渓
秤
、
、
告
の
仕
刀
護
で
露
や
さ
し
、
錘
Ⅲ

股
議
の
た
め
の
節
税
対
癩
潅
拒
ガ
ィ
ド
プ
ソ
列
松
本
繁
襲
哲
定
価
ｉ
０
０
０
円

厘
睡

こ
ん
な
に
ト
ク
す
る
節
税
作
戦

聰
稼
廻
伺
》
鶏
稽

か
な
ら
ず
ト
勺
す
る
◇
女
優
佐
久
間
墨
守
竃
如
推
ゼ
ル
◇

女
性
に
贈
る
税
金
読
本
調
酬
巽
鑛

篭
簿
・
の
虫
杵
か
折
灯
に
ふ
れ
に
ぶ
つ
か
つ
そ
・
ゾ
糎
悦
弱
②
廼
芥
記
山
龍
一
ロ
バ
ジ
ー
Ｐ
別
Ⅳ
』
に
刻

必
杼
．
趨
雪
」
に
ス
ワ
役
ユ
つ
ぶ
つ
工
衷
奎
佃
肝
率
。
シ
ピ
坪
趣
則
佐
い
〃
町
や
可
い
▽
③
鋤
戊

白
色
申
告
者
の
記
帳
の
手
引

曰
本
税
理
士
会
連
合
会
縄
Ａ
ｕ
Ⅶ
’
○
口
噂
一
○
○
○
円
〒
麹

同
色
巾
缶
省
に
対
し
て
記
嘘
・
紀
殿
憾
汚
に
型
～
巨
ぐ
叩
挑
汕
曝
が
碇
鋤
下
心
い
れ
た
し
鰹
当
桃

布
宮
の
靱
氾
に
よ
る
．
制
哩
の
墓
奉
的
害
え
り
や
恥
朶
所
補
・
器
・
畑
鯉
〉
餌
、
避
難
所
祷
別
に

爆
冒
欝
引
の
起
帷
が
烹
薄
髄
苛
ｃ
望
遜
一
篭
雌
興
し
狗
河
”
や
『
ノ
蛎
拠

青
色
申
告
‐
嘉
記
轤
里
曰
‐

伊
藤
元
夫
著

八
ｓ
判
『
｜
塵
九
八
○
円
〒
鋤

観
巍
慧
が
薗
勃
酋
璽
石
正
魔
に
飢
将
、
」
悦
蕎
の
副
葬
宝
し
げ
覇
・
旱
北
．
。
》
ｊ
‐
ｒ
只
咋
例
を

譲
畦
え
て
覺
驚
制
度
の
耶
小
Ｌ
鉤
か
ら
鋸
瞭
閨
誤
縁
抑
、
”
や
感
・
僻
鋤

篝
謹
驚
扉
議
瑚
鐸
醐
柵
窯

国
税
庁
所
得
税
課
長
監
修

▼
芯
５
．
価
７
５
０
円
・
〒
抑

熟
京
固
税
局
所
褐
税
課
長
櫻
井
奏
編

●
図
解
を
盛
り
込
ん
で
解
説
す
る
と
と
も
に
、
農
業
特
宥
の
１
股
産

物
の
棚
卸
し
２
牛
馬
・
果
樹
等
の
育
成
挫
用
の
計
算
等
に
つ
い
て

も
、
具
体
例
に
よ
っ
て
わ
か
り
易
く
解
説
し
た
実
務
の
決
定
版
〃

今
農
業
経
営
者
の
青
色
申
告
の
記
帳
か
ら
決
算
・
申
告
に

農
協
の
記
帳
指
導
員
の
実
務
に
最
適
の
解
説
書
／
・

「-丁
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家の光協会
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況金対策は、このシリーズで一
癖
一
鑪
鰯
瀞
識
耀
鰔
鰄
醗
瀞

茜
産
部
門
の
収
支
な
ら
び
に
察
滑
誇
理
の
技
術
成
緬
の
分
析
等
に
並
点
が

重
懸
準
蕊
鱗
謙
》
懲
識
霧
鱗

實
冨
鑪
祠
蕊
蝋
劉
露
：
…
｜
…
…
。

認
く
み
あ
い
畜
塵
経
営
簿

帳
《
青
色
申
告
用
》
蓮

串 読んですぐｲ史,牡つ田
年
版
農
識
協
関
係
税
の
相
談

切年版農協江軸削割確割鍬方

砠
年
版
農
業
青
色
申
告
の
手
引

▼
あ
な
た
に
鯉
ろ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
憶
報
／
へ
‐
Ⅲ
凝
促
・
や
‐
崎
与
税
‐
に

誰
も
書
か
な
か
っ
た
相
続
税
ね
汕
芯
ｒ
鬮
祷
繩
識

▼
あ
な
た
暉
け
の
マ
ル
秘
プ
ラ
ン

Ｆ
此
際
小
釧
弥
例
や
悦
勝
劉

誰
も
書
か
な
か
っ
た
贈
与
税
一
蝿
睦
噸
蝿
辨
編

一
▼
あ
な
だ
ほ
捧
げ
る
マ
ル
控
プ
ラ
ン

藤
城
宏
善
く
新
鴛
判
〉

贈
与
税
を
Ⅲ
倍
活
か
す
法
、
／

価
八
○
○
円
〒
卿

節
税
は
、
記
帳
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

▼
確
定
申
告
・
還
付
申
告
の
た
め
の

瞬
療
賓
鍵
職
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本

税
務
研
究
会
編
Ｂ
５
判
・
価
八
○
○
円
〒
剛

仇
療
廿
嫌
躍
め
吋
喚
‐
’
な
ら
か
む
ｍ
な
い
か
山
判
断

巾
例
を
塾
溢
に
収
川
人
Ⅲ
㈹
か
Ⅱ
凹
乎
‐
、
魂
い
ん
箭
順

〆皀､Ｂ
５
判
山
川
弘
十
仏
慨
例
Ⅲ
山
叺
定
価
一
二
○
○
円
｛
踵
Ⅱ
』
｜
且

八
５
肌
肛
Ⅳ
山
定
価
一
一
一
一
Ｃ
Ｏ
円
（
延
判
』
し
一

Ａ
５
脚
．
几
六
唖
定
価
二
○
○
円
｛
送
料
し
’
２
－
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税務研究会
出版后；
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畷大蔵財務協会

今農業農

経営者の青色申告の協の記帳指導員の実
記帳から決務に最適の
算・申告に解説書／・｜農家里目色申告の聿丁前Ⅶ巍護星でＩ国税庁所得税課長監修▼Ｂ５・価７・”０Ｗ．〒馴璽京固税局所渦税課長櫻井奏編●図解を盛り込んで解説するととも鮭、農業特宥の１農産物の棚卸，］２牛馬・果樹等の育成挫用の計算等垣ついても、具体例によってわかり易く解説した実務の決定版〃告者の記桟・保存制唆が法制化／記録保存制度の仕組み
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税金対策は、このシリーズで

５９ 

年
版
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●手と乳房を清潔にすること

￣●搾乳装置を正しく選び正しく使うこと
●ミルクの適切な冷却と貯蔵
④搾ﾂﾚｳｲ終るたびに洗浄
●ライナーとミルクチコーブの定期交換
●ミルキングシステムの定期点検

合は己'１，出荷乳量'二11(g当I)５１ｑ、３以上の場合は
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こ
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く
つ
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い
が
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る
で
し
ょ
う
か
。
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い
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て
、
そ
の
数
を
ヘ
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

〔
応
募
規
定
〕

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
を

書
い
て
下
さ
い
。

③
対
象
者
Ⅱ
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ⅱ
中
標
津
町
束
七
条
南
二
丁

可

ヒョ

！ 
｜とｍト散・』トリ一一

「
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

［則汕知刻‐Ⅷ

狼
ｇ
】

DｈＯ 

日
中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
日
Ⅲ
’
一
一
月
二
十
日
ま
で

☆
応
募
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
＋
Ｌ
な
お
、
正

解
者
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い

☆
発
表
は
五
月
号
紙
面
で
い
た
し
ま

す
。ロ
月
号
の
当
選
者
〕

｜
月
号
の
正
解
は
「
三
つ
」
（
下
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
応
募
者
数
十

灘
■ 

■ 

入。

『

〆.
緑室、

t三ウテパョ） 二一

【宅

三三月弓〒;１１薙:;馬
L 

…－戸一三三]二L令呼気貢ぎ.‘

東
武
住
白
田
宏
大

二
名
で
正
解
者
は
八
名
で
し
た
．

正
解
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

高
嶺
小
林
稔

小
林
健

当
幌
阿
部
香

阿
部
忍

阿
部
留
美

俵
橋
中
林
亜
紀
子

<１月号の間違い個所＞

知抓おきたい

◎
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

三
月
十
五
日
ま
で

中
林
英
司

の知職
<根室税務署〉

昭
和
兀
十
九
年
分
の
所
得
税
の
山

告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う

か
。
期
限
は
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日

で
す
か
ら
、
印
告
と
納
税
は
必
ず
期

限
内
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
”

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
申
告

を
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
た
申
告

を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足

税
額
の
十
％
ま
た
は
五
％
の
割
合
の

加
算
税
が
課
さ
れ
、
延
滞
税
も
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

月巨亜、

｛
Ｌ
ま
た
、
不
正
な
行
為
が
あ
っ
方

よ
う
な
場
合
に
は
、
普
通
よ
り
重
い

加
算
税
が
課
さ
れ
ま
一
％

な
お
、
所
得
税
の
便
利
な
納
税
の

方
法
と
し
て
振
替
納
税
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す

と
、
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振

替
に
よ
っ
て
紬
槐
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
ら
、
納
税
の
た
め
の
手
数
が

少
な
く
て
済
み
ま
す
し
、
つ
い
う
っ

か
り
納
期
限
を
忘
れ
滞
納
し
て
し
ま

う
こ
と
も
な
く
な
り
、
大
変
便
利
で

す
。


